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論文内容の要旨

有限開口を侍ったすだれ;[犬電極から任意方向に圧電弾性表面波を励振する場合，その電極上での波

の振幅変位や，伝搬につれての波のビームの広がりそして位相伝搬方向よりのずれなどを調べるため

には，異方性の効果及び波源を考慮した 3 次元的な解析が必要で、ある。しかし，この解析はまだなさ

れていな Po よって本研究では圧電結晶の中でも独立した結品定数成分の少ない立方品系結晶を用いて，

圧電弾性表面波の伝搬及び励振に関する研究を行っている。その中で最初に，無限に薄い完全導体で

覆った半無限立方品系結品表面上を伝搬する圧電弾性表面波のエネルギー速度面 (wave surface) を

ラグランジュの未定乗数法を用いて求め，その交差現象を弾性定数と関係付けて明確にした。次に，

半無限圧電結品内に置かれた機械的及び電気的な点波源により励振される圧電弾け表面波の漸近表示

式を停留位相法を用いて求め，逆速度面 (slowness surface) の平均曲率が零になるエネルギー伝

搬方向での圧電弾性表面波の振幅は，その伝搬距離 r に対して O(r- I / 3 ) で減衰し，他の伝搬方向

での o (r-
I

ノよ)に比べ，その広がりによる減衰の割合が小さくなることを示した。そして ， ZnS 結

晶に対して逆速度面の平均曲率の数値計算を行い，曲率の零になる点は，エネルギー速度面の尖点，

及び位相伝搬角を fJ， 位相とエネルギーの伝搬方向のず、れ角を E としたとき， ε - fJ 曲線上のれ / �fJ 

二一 l を満足する点に対応していることを示した。さらに，非圧電立方品系結品中で Z軸方向に一様

に延びた機械的なリボン状波源より励振されるバルク波の伝搬波形を数値積分により求め，逆速度面

の曲率が零になるエネルギー伝搬方向に励振された場合には，他の伝搬方向に比べて伝搬につれての

弾性波ビームの広がりによる減衰の割合が小さくなることを確認した。
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論文の審査結果の要旨

本研究は，圧電弾性表面波デバイスのすだれ状電極によって励振される圧電弾性表面波の伝搬及び

励振特性の基礎的解析を行ったものである。無限に薄い完全導体板で覆われた半無限立方品系結晶を

取上げ，その表面上を伝搬する庄電弾性表面波のエネルギー速度面を求め，エネルギー速度面の交差

現象を数値例で示し，非圧電結晶の場合に交差現象を弾性定数と関係づけて明確にしている。次に機

械的及び電気的な点波源により励振される圧電弾性表面波の漸近表示式を求め，逆速度面の平均曲率

が零となるエネルギー伝搬方向では，弾性表面波の伝搬の広がりによる減衰が他の伝搬方向に比べて

特に少ないことを指摘し， ZnS 結晶について逆速反面の数値計算例を示し，この特異な伝搬方向の特

性を詳しく調べている。さらに，非圧電立方品系結品中で機械的なリボン状波源により励振されるバ

ルク波の伝搬波形を数値積分により求め，逆速度面の平均曲率が零になるエネルギ-伝搬方向に励振

された場合には，弾性波ビームの広がりが，他の方向に比べて非常に小さいことを数値例で示してい

る。このように本論文は，圧電弾性表面波デバイスの基礎的事項について知見を与えるものであり，

通信工学，電子工学の発展に寄与するところが少なくない。よって学位論文として価値.あるものと認

める。
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